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アルミ部品は土や泥、あるいは塩分によって腐食
します。傷をつけないよう、取り扱いについては
次のことに注意してください。
● 硬いブラシやスチールウールを使用しない
● アルミホイールはすり当てを避け、縁石などに
乗り上げる際は変形に注意する

傷やひび割れ等を防ぐため、取り扱いについては
次のことに注意してください。
● 清掃するときは多量の水を使って、やわらかい
布やスポンジで汚れを落とす

● 汚れがひどいときは、薄めた中性洗剤を使用
し、十分な水で洗剤を洗い流す

● メーター、スクリーン、フェアリング、ヘッド
ライトレンズなどの樹脂部品にガソリン、ブ
レーキ液、クリーナーなどがかからないように
する

● スクリーンに貼付されているコーションラベル
をはがさない

ステンレス鋼を使用していますので、油脂などの
汚れが付着したままエンジンを始動すると、焼け
ムラが起こります。
汚れが付着した場合は、ステンレス用台所洗剤を
使って、やわらかい布かスポンジで洗い落として
ください。洗浄後は、十分に水洗いして乾いた布
で水分をふき取ってください。
焼けムラをとる場合は、市販の細目のコンパウン
ドで磨いたあと、汚れが付着した場合と同じ要領
で洗い落としてください。

アルミ部品

フェアリング、ウインドスクリーン

エキゾーストパイプ、マフラー

アドバイス
ステンレス鋼を使用している場合でも、塗装をして
いるものもあります。
目立たないところでくもりや傷、色むらなどが生じ
ないか確認してください。
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